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村消防団 みごと優勝！



消
防
団
が
優
勝
し
ま
し
た

千早赤阪村

９
月
５
日
、
大
東
市
の
大
阪
府
立
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
た
第
48
回

大
阪
府
消
防
操
法
訓
練
大
会
で
、
南
河
内
地
区
代
表
と
し
て
出
場
し
た

千
早
赤
阪
村
消
防
団
が
「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
」
で
、
見
ご
と
優
勝

に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
団
員
の
団
体
規
律
と
消
防
技
術
の
向
上
を
図
る

た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
会
へ
の
出
場
に
向
け
て
５
月
か
ら
約
50
日
間
の
練
習
を
重
ね
成
果

を
十
分
に
発
揮
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
村
消
防
団
は
11
月
８
日
、
横
浜
市
に
あ
る
国
際
総
合
競
技

場
で
行
な
わ
れ
る
第
19
回
全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
全
国

優
勝
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

消
防
団
が
優
勝
し
ま
し
た

千早赤阪村
◆
出
場
選
手
（
敬
称
略
）

指
揮
者
　
東
條
一
幸

１
番
員
　
日
下
　
明

２
番
員
　
千
福
隆
久

３
番
員
　
上
田
訓
士

補
助
員
　
井
上
一
哉

応
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

千
早
赤
阪
村
消
防
団

森
屋
分
団
長
　
東
條
一
幸

皆
さ
ん
が
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か
げ

で
、
第
48
回
大
阪
府
消
防
操
法
訓
練
大
会
の

小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

南
河
内
地
区
が
総
合
優
勝
し
た
こ
と
も
合

わ
せ
て
、
選
手
一
同
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。

ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
優
勝

し
た
市
町
村
が
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
本
当
に
大
き

な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が
ら
の
操
法
で

し
た
。

５
月
か
ら
約
50
日
の
練
習
を
重
ね
大
会
に

臨
み
ま
し
た
が
不
安
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

今
回
の
優
勝
は
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
と
一
緒
に
勝
ち
取
っ
た
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

第
19
回
全
国
消
防
操
法
大
会
で
は
大
阪
府

の
代
表
と
し
て
、
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ

ん
の
気
持
ち
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
精
一
杯
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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大会放水中の村消防団



現
在
、
村
消
防
団
員
は
97
人
。
団
員
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
普
段
は

そ
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
火
災
現
場

に
か
け
つ
け
、
先
頭
に
た
ち
懸
命
に
消
火
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
火
災
だ
け
で

は
な
く
、
災
害
発
生
時
に
は
、
消
防
団
が
動

員
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
消
防
団
は
、
地
域
を
守
る
た

め
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

村
に
は
、
消
防
分
団
が
12
分
団
あ
り
、
指

令
車
１
台
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
１
台
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
12
台
を
配
備
し
て

い
ま
す
。

地
域
を
災
害
な
ど
か
ら
守
る
消
防
団

3

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
め
ざ
し
て

千
早
赤
阪
村
消
防
団
長
　
大
橋
慶
二

消
防
団
に
は
、
住
民
の
生
命
や
財
産
を

保
護
す
る
と
い
う
責
任
が
あ
り
ま
す
。
団

員
は
、
生
業
の
か
た
わ
ら
消
防
活
動
を
行

う
た
め
、日
ご
ろ
か
ら
火
災
は
も
と
よ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
災
害
に
備
え
て
訓
練
や
機
材

の
点
検
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
消
防
操
法
訓
練
大
会
は
消

防
技
術
と
団
員
の
規
律
の
向
上
を
図
る
た

め
に
開
か
れ
、
今
回
参
加
協
力
し
た
団
員

は
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
責
任
を
果
た
せ

る
よ
う
日
々
訓
練
に
励
ん
で
、
優
勝
と
い

う
成
果
を
出
し
ま
し
た
。

こ
の
成
果
を
生
か
し
て
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
を
め
ざ
し
、
日
々
訓
練
と
努

力
を
繰
り
返
し
て
い
き
ま
す
。

平成15年　住民参加の防火訓練の様子

消
防
団
の
歴
史

消
防
団
は
、
大
正
８
年
４
月
１
日
に
結
成

さ
れ
た
消
防
組
が
昭
和
14
年
４
月
１
日
に
千

早
村
・
赤
阪
村
警
防
団
を
経
て
、
昭
和
22
年

９
月
１
日
に
千
早
村
・
赤
阪
村
消
防
団
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
31
年
９
月
30
日
に
町
村
合

併
促
進
法
に
よ
り
千
早
赤
阪
村
が
誕
生
し
た

こ
と
に
伴
い
、
千
早
赤
阪
村
消
防
団
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
の
年
間
行
事

①
火
災
な
ど
の
対
応
、
機
材
の

点
検
・
取
り
扱
い
訓
練

②
教
養
訓
練

③
無
線
通
信
訓
練

④
南
河
内
支
部
総
合
訓
練

⑤
府
消
防
大
会
参
加

⑥
役
員
研
修
会

⑦
文
化
財
消
防
訓
練
、
遠
距
離
送
水
訓
練

⑧
救
命
講
習
会

⑨
歳
末
特
別
警
戒
な
ど



4

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ�

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ�

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ�

下
水
道

下
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下
水
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下
水
道

下
水
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下
水
道�

▲川野辺・水分地区の一部

11
月
か
ら

使
用
区
域
が
拡
大

★
拡
大
区
域
は
、
川
野
辺
お
よ
び
水

分
地
区
の
一
部
で
す
。

★
下
水
道
が
使
え
る
区
域
に
土
地
を

所
有
す
る
人
は
、
下
水
道
受
益
者

負
担
金
・
分
担
金
の
納
付
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

「
下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担

金
」
と
は
、
下
水
道
の
使
え
な
い
区

域
と
の
整
合
を
図
る
た
め
の
制
度

で
、
そ
の
費
用
は
下
水
道
の
建
設
費

に
使
用
さ
れ
ま
す
。

※
《
土
地
１
g
あ
た
り
６
８
０
円
》

◆
下
水
道
が
使
え
る
区
域
で
、
汚
水

が
発
生
す
る
家
屋
や
工
場
な
ど
の
所

有
者
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
を
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

q
ト
イ
レ
は
水
洗
化（
下
水
道
に
接
続
）

＊
く
み
取
り
式
便
所
は
３
年
以
内
に

水
洗
便
所
に
。

＊
浄
化
槽
式
水
洗
便
所
は
遅
滞
な
く

浄
化
槽
の
廃
止
を
。

w
す
べ
て
の
排
水
を
下
水
道
に
（
台

所
・
風
呂
・
洗
面
所
な
ど
、
雨
水

は
除
く
。）が

今
回
下
水
道
を
使
用

で
き
る
区
域

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

11
月
か
ら
下
水
道
を
使
用
開
始
す

る
区
域
の
土
地
所
有
者
の
人
に
、
受

益
者
負
担
金
（
９
月
に
手
続
き
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
を
基
に
）
を
決
定

し
ま
し
た
。

納
付
書
は
、
10
月
上
旬
ま
で
に
賦

課
対
象
の
所
有
者
お
よ
び
地
権
者
に

郵
送
し
ま
す
。

支
払
い
は
、「
分
割
」
か
「
一
括
」

の
ど
ち
ら
で
も
可
能
で
す
。

＊
分
割
で
支
払
い
の
場
合d

３
年
分
割
で
年
２
回
、
計
６
回
で

納
付
で
き
ま
す
。

＊
一
括
納
付
の
場
合d

初
年
度
の
第
１
期
納
期
限
（
10
月

29
日
）
ま
で
に
一
括
納
付
さ
れ
る
と

報
奨
金
（
負
担
金
・
分
担
金
額
の

14
％
相
当
額
）
を
差
し
引
か
れ
大
変

お
得
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

―
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
の

第
１
期
納
期
は
10
月
29
日
ま
で
―

二
輪
車
の
適
正
な
回
収
・
リ
サ
イ

ク
ル
を
目
指
し
、
国
内
メ
ー
カ
ー
４

社
と
輸
入
事
業
者
11
社
が
共
同
で
二

輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
の
自
主
取
り
組
み

を
10
月
１
日
よ
り
開
始
し
ま
す
。

オ
ー
ト
バ
イ
を
廃
棄
す
る
場
合
は

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
（
国
内
二
輪
車
メ

ー
カ
ー
４
社
の
場
合
は
、
４，
１
２

０
円
（
税
込
））
を
払
い
込
み
の
上
、

販
売
店
・
指
定
引
取
窓
口
で
引
き
取

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
仕
組
み
ス
タ
ー
ト
後
に

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
を
貼
付
し
て
販

売
さ
れ
る
二
輪
車
は
メ
ー
カ
ー
希
望

小
売
価
格
に
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
を
含

め
る
た
め
、
廃
棄
す
る
と
き
に
は
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
へ

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

参
加
メ
ー
カ
ー

本
田
技
研
工
業
1
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機

1
、
ス
ズ
キ
1
、
川
崎
重
工
業
1

1
成
川
商
会
、
1
カ
ジ
バ
・
ジ
ャ
パ

ン
、
2
ア
プ
リ
リ
ア
ジ
ャ
パ
ン
、

1
福
田
モ
ー
タ
ー
商
会
、
1
キ
ム

コ
・
ジ
ャ
パ
ン
、
1
プ
レ
ス
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
2
ブ
ラ
イ
ト
、
ド

ゥ
カ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
1
、
ビ
ー
・
エ

ム
・
ダ
ブ
リ
ュ
ー
1
、
ト
ラ
イ
ア
ン

フ
・
ジ
ャ
パ
ン
1
、
エ
ム
ズ
商
会
1

受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
土
・
日
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
1
03（
３
５
９
８
）８
０
７
５

二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
が

始
ま
り
ま
す

平成16年11月１日使用開始する区域
（今回、納付書を郵送する人）

１年目16年

区分

17年

18年

備考

２年目

３年目
第１期

第２期

第１期

第２期

第１期

第２期

１年目の第１期納期限に一括納付し

た場合14％の相当額を差し引いた金

額になります。

10月１日～29日

12月１日～24日

７月１日～29日

12月１日～22日

７月１日～31日

12月１日～25日

国
内
メ
ー
カ
ー
（
４
社
）

輸
入
事
業
者
（
11
社
）

▲二輪車リサイクルマーク

▲店頭掲示用ステッカー
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村
の
水
道
事
業
で
は
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
水
質
検
査
の
本
年
４
月

か
ら
８
月
ま
で
の
検
査
結
果
の
平
均

を
次
の
表
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。今

後
と
も
安
全
な
水
の
給
水
に
努

め
ま
す
。
な
お
、
す
べ
て
の
項
目
の

検
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
上
下
水
道

課
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
上
下
水
道
課

水
道
水
（
浄
水
）
の

水
質
検
査
結
果
の
お
知
ら
せ

施設を見学する小吹台小学校４年生

項　目 水質基準値 千早赤阪村役場 川野辺集会所 小吹台連絡所 千早診療所前

一 般 細 菌 1p中に100以下 ０ ０ 0 0

大 腸 菌 群 検出されないこと 不検出 不検出 不検出 不検出

硝酸性・亜硝酸性窒素 10m／r以下 1.58 1.38 1. 7 0.96

鉄 0.3m／r以下 0.01未満 0.01未満 0.01 0.02

マ ン ガ ン 0.05m／r以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 0.005未満

塩素イオン 200m／r以下 7.9 13.2 8. 9 5.4

有 機 物 等 10m／r以下 1.4 1.32 1. 2 1.8

P H 値 5.8～8.6 7.61 7.61 7.58 7.65

味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭 　 　 気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色 　 　 度 ５度以下 １未満 １未満 １未満 １未満

濁 　 　 度 ２度以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.1未満

〇浄水水質検査結果〇 （平成16年４月～８月の浄水の平均値）

わ
た
し
た
ち
の
千
早
赤
阪
村
に
は

い
ろ
い
ろ
な
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
有
名
な
楠

公
さ
ん
（
楠
木
正
成
）
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

楠
公
さ
ん
は
今
か
ら
約
６
７
０
年

前
、
時
代
で
い
う
と
鎌
倉
時
代
後
半

か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
活
躍
し

た
人
物
で
す
。
山
城
を
築
き
、
幕
府

軍
に
応
戦
し
た

様
子
は
『
太
平

記
』
な
ど
の
書

物
に
よ
り
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
、
楠
公

さ
ん
は
千
早
赤

阪
村
の
生
ま
れ

で
あ
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す

が
、
さ
て
、
そ

の
住
所
は
？
伝

承
で
は
く
す
の

き
ホ
ー
ル
の
付

近
が
誕
生
地
と

伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
考
古

学
的
に
検
討
し

て
も
、
そ
の
場

所
か
ら
二
重
の

堀
を
め
ぐ
ら
せ

た
館
跡
（
写
真
）
が
見
つ
か
っ
て
お

り
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
楠
公
さ
ん
の

館
の
候
補
地
と
し
て
、
最
も
可
能
性

の
高
い
場
所
で
す
。
そ
の
際
、
出
土

し
た
資
料
は
郷
土
資
料
館
で
展
示
し

て
い
ま
す
。

次
回
は
館
跡
の
も
う
ひ
と
つ
の
候

補
地
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Vol.1

第
20
回
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

第
23
回
文
化
展
開
催

日
時

10
月
23
日（
土
）

24
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル

出
展

¡

文
化
協
会
所
属
ク
ラ
ブ
作

品
（
俳
句
、
短
歌
、
水
彩

画
、
手
編
み
）

¡

中
辺
路
町
民
作
品

¡

学
校
作
品

¡

村
内
在
住
・
在
勤
者
作
品

体
験
コ
ー
ナ
ー

お
茶
会
、
将
棋

日
時

10
月
24
日（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル

出
演

¡
文
化
協
会
所
属
ク
ラ
ブ

（
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

楠
踊
会
オ
レ
ン
ジ
エ
コ
ー
、

シ
ー
プ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
）

¡

中
学
校
吹
奏
楽
部

¡

和
太
鼓
「
雄
凛
音
」

主
催

千
早
赤
阪
村
文
化
協
会

〈
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課

1
&2
１
３
０
０



Ｎ
Ｐ
Ｏ
「
環
境
文
明
21
」
代

表
理
事
加
藤
三
郎
さ
ん
、
富

田
林
市
長
を
始
め
５
人
が
参

加
。
意
見
交
換
、
浄
化
槽
モ

デ
ル
の
展
示
な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
健
康
福
祉

部
環
境
衛
生
課
1
06（
６
９
４
１
）

０
３
５
１
（
内
線
２
５
７
７
）

日
時

10
月
７
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

場
所

プ
リ
ム
ロ
ー
ズ
大
阪
（
大
阪

市
中
央
区
大
手
前
３
―

１
―

43
）

内
容

講
演
「
少
子
化
時
代
の
企
業

の
役
割
〜
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
と
雇
用
管
理
〜
」
1
ニ
ッ

セ
イ
基
礎
研
究
所
　
武
石
恵
美
子

さ
ん

費
用

無
料

参
加
申
込
先

7
21
世
紀
職
業
財
団
大
阪
事
務
所

1
06
（
６
２
６
２
）
２
１
５
１

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
Ｎ
Ｐ
Ｏ
推
進
セ
ン
タ
ー
　

1
06
（
６
４
６
５
）
８
３
９
１

Ｃ
Ｂ
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ

ス
）
と
は
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
介

護
な
ど
地
域
の
課
題
解
決
に
ビ
ジ
ネ

ス
的
手
法
で
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

6

く
す
の
き
ホ
ー
ル
映
画
会

開
催

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス

相
談

「
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
　
ニ
モ
」

日
時

11
月
27
日（
土
）

q
午
前
10
時
〜
　

w
午
後
１
時
30
分
〜

場
所

く
す
の
き
ホ
ー
ル
「
大
ホ
ー
ル
」

費
用

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉

教
育
員
会
事
務
局
社
会
教
育
課

1
&2
１
３
０
０

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害
に

あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
被
疑
者

（
犯
人
と
思
わ
れ
る
人
）
を
裁
判
に

か
け
て
く
れ
な
い
。
ど
う
も
納
得
で

き
な
い
。こ
の
よ
う
な
人
の
た
め
に
、

検
察
官
の
し
た
不
起
訴
処
分
が
正
し

か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機
関

と
し
て
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

検
察
審
査
会
で
は
11
人
の
検
察
審

査
員
が
被
害
者
な
ど
の
申
し
立
て
に

よ
り
事
件
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

検
察
審
査
員
は
、
選
挙
権
を
持
つ

皆
さ
ん
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
な

た
も
い
つ
か
は
検
察
審
査
員
に
選
ば

れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

検
察
審
査
員
は
、
皆
さ
ん
の
健
全
な

常
識
に
よ
っ
て
判
断
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
よ
い
の
で
、
法
律
な
ど
の
専
門

的
な
知
識
は
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、

住
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

堺
検
察
審
査
会
事
務
局

（
大
阪
地
方
裁
判
所
堺
支
部
内
）

1
０
７
２（
２
２
３
）７
０
０
１

（
内
線
２
７
０
）

第
21
回
富
田
林
商
工
祭
が
次
の
と

お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時

10
月
24
日（
日
）（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

富
田
林
市
立
富
田
林
小
学
校

校
庭
（
富
田
林
市
常
盤
町
）

内
容

即
売
会
、
抽
選
会
、
イ
ベ
ン

ト
、
う
ま
い
も
ん
コ
ー
ナ
ー

な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
〉

富
田
林
商
工
会
　
1
@5
１
１
０
１

河
川
や
水
路
の
汚
濁
原
因
の
８
割

を
占
め
る
身
近
な
問
題
「
生
活
排
水

対
策
」
に
つ
い
て
環
境
省
と
府
民
・

関
係
行
政
機
関
な
ど
が
直
接
話
し
あ

う
「
浄
化
槽
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

大
阪
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

11
月
２
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

す
ば
る
ホ
ー
ル（
富
田
林
市
）

内
容

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

Ｃ
Ｂ
を
始
め
た
い
人
、
実
際
に
Ｃ
Ｂ

を
立
ち
上
げ
た
人
を
支
援
す
る
た
め
、

大
阪
府
で
は
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
に
委
託
し
、
Ｃ
Ｂ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
新
設
し
ま
し
た
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
中
小
企
業
診
断
士
、
Ｃ
Ｂ
実
践

者
な
ど
約
20
人
。
現
場
に
出
向
い
て

「
事
業
資
金
の
調
達
を
し
た
い
が
ど

う
す
れ
ば
よ
い
か
」「
店
舗
レ
イ
ア
ウ

ト
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
は
ど
う
す
れ
ば

よ
い
か
」
な
ど
、
事
業
運
営
や
経
営

に
関
す
る
幅
広
い
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〈
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

http://w
w
w
.osaka-cb.net/

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
会
Ｎ
Ｐ
Ｏ
推
進
セ
ン
タ
ー
（
大

阪
市
福
島
区
吉
野
４
―
29
―
20

大
阪

Ｎ
Ｐ
Ｏ
プ
ラ
ザ
内
）

1
06
（
６
４
６
５
）
８
３
９
１

共
同
募
金

「
赤
い
羽
根
」
で
親
し
ま
れ
て
い

る
国
民
助
け
あ
い
の
共
同
募
金
が
、

今
年
も
10
月
１
日
か
ら
、「
地
域
の

福
祉
、
み
ん
な
で
参
加
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
貴
重
な

募
金
は
、
大
阪
府
共
同
募
金
会
を
通

じ
て
福
祉
施
設
の
運
営
費
や
改
善

費
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
費
な
ど
の
民
間
社
会
福
祉
事
業
に

配
分
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
協
会
員
募
集

地
域
に
根
ざ
し
た
地
域
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
推
進
す
る
た
め
に
、
是
非
、

皆
さ
ん
の
ご
賛
同
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

○
一
般
会
員
（
個
人
）

１
口
　
５
０
０
円
（
年
）

○
特
別
会
員
（
法
人
、事
業
所
、
団

体
な
ど
）１
口
３，
０
０
０
円（
年
）

○
組
織
構
成
会
員
（
本
会
の
趣
旨
・

目
的
に
賛
同
し
て
、
本
会
の
基
本

的
な
構
成
員
と
な
り
、そ
の
運
営
、

事
業
に
参
加
す
る
団
体
な
ど
）

１
口
５，
０
０
０
円
（
年
）

寄
　
付

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会
千
早
赤
阪
支
部

３
０，

０
０
０
円

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
の
指
定

寄
付
と
し
て

◎
吉
年
Ｊ
Ａ
女
性
会

６
９，

２
２
６
円

福
祉
活
動
に

◎
辻
野
敦
史
（
森
屋
４
６
３
）

１
０，

０
０
０
円

亡
父
均
の
供
養
と
し
て

◎
野
中
保
明
（
千
早
６
４
５
）

５
０，

０
０
０
円

亡
母
豊
子
の
供
養
と
し
て

富
田
林
商
工
祭

「
浄
化
槽
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
大
阪
」
開
催

「
第
10
回
仕
事
と
家
庭
を

考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ



1
&2
０
２
９
４

社
会
復
帰
を
目
指
す
受
刑
者
が
、

木
工
、
印
刷
、
洋
裁
、
金
属
、
皮
工

な
ど
の
作
業
に
就
き
、
職
業
的
技
能

を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

刑
務
所
作
業
製
品
を
一
般
の
人
た
ち

に
紹
介
し
ま
す
。
全
国
の
刑
務
所
の

作
業
製
品
の
販
売
も
し
て
い
ま
す
。

日
時

11
月
13
日（
土
）〜
14
日（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
14
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所

大
阪
刑
務
所
（
Ｊ
Ｒ
阪
和
線

堺
市
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
刑
務
所

1
０
７
２
（
２
３
８
）
８
２
６
１

7

小
口
生
活
資
金
の
特
例

貸
し
付
け
し
ま
す

11
月
１
日
か
ら
大
阪
府
社
会
福
祉

協
議
会
で
は
、
小
口
生
活
資
金
の
貸

し
付
け
を
受
け
て
償
還
中
の
人
で
、

次
の
条
件
に
該
当
す
る
世
帯
に
貸
付

限
度
額
10
万
円
以
内
の
医
療
費
を
無

利
息
で
お
貸
し
し
ま
す
。

q
本
人
又
は
同
一
世
帯
員
の
傷
病
で
、

療
養
を
必
要
と
す
る
対
象
者
が
65

歳
以
上

w
世
帯
構
成
員
の
全
員
が
、
府
・
市

町
村
民
税
非
課
税

e
小
口
生
活
資
金
の
貸
し
付
け
を
受

け
た
日
か
ら
１
年
以
上
経
過
し
、

か
つ
延
滞
し
て
い
な
い
こ
と

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

第
17
回
関
西
矯
正
展

みんなで力をあわせてみんなで力をあわせて
安全・安心まちづくり安全・安心まちづくり

きいつけやーああ　ああ　　　あ
あんたのことやで

そのバック

身の回りで起きている事件、事故、困りごとや悩み
はありませんか。
被害にあったら一人で悩まず、警察に相談しましょう。

警察への相談ダイヤル
○犯罪被害に関する一般相談
106（6941）0030 または、＃9110

○犯罪被害給付制度について
（被害者対策第３係）
106（6943）1234

〈問い合わせ〉富田林警察署　1@51234

最
近
、「
近
所
で
使
っ
て
い
る
コ

ン
ポ
ス
ト
か
ら
悪
臭
が
発
生
し
て
い

る
」、「
コ
ン
ポ
ス
ト
は
虫
や
臭
い
が

出
る
の
で
使
え
な
い
」
な
ど
の
苦
情

が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
は
、正
し
く
使
え
ば
、

虫
や
臭
い
は
、
あ
ま
り
発
生
し
ま
せ

ん
。
も
う
一
度
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
正

し
い
使
い
方
を
説
明
し
ま
す
。

日
当
た
り
が
よ
く
、
や
わ
ら
か
く

水
は
け
の
良
い
土
の
上
に
設
置
し
ま

す
。

１．

容
器
の
内
側
の
地
面
を
約
30
b

掘
っ
て
、
底
の
土
を
や
わ
ら
か
く

耕
し
ま
し
ょ
う
。

２．

コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
の
底
の
部
分

を
10
b
程
度
地
中
に
埋
め
固
定
し

ま
す
。

q
台
所
か
ら
出
る
生
ご
み
や
、
乾
燥

し
た
落
ち
葉
、
雑
草
な
ど
を
よ
く
水

切
り
を
し
て
投
入
し
ま
す
。

水
分
が
多
い
と
「
発
酵
・
分
解
」

が
遅
く
な
り
、
臭
い
が
強
く
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
生
ご
み
を
細
か
く
刻
ん
で

お
く
と
空
気
に
触
れ
や
す
く
分
解
速

度
は
早
く
な
り
ま
す
。

w
生
ご
み
を
投
入
し
た
ら
、
そ
の
上

に
土
を
か
ぶ
せ
ま
す
。

土
は
水
分
調
整
、
臭
い
の
吸
着
、

発
酵
促
進
を
手
伝
い
ま
す
。

e
土
の
中
の
微
生
物
な
ど
が
、
生
ご

み
を
「
発
酵
・
分
解
」
し
て
た
い
肥

化
し
て
い
き
ま
す
。

た
い
肥
化
す
る
に
は
、
投
入
し
た

も
の
の
内
容
や
状
態
に
よ
っ
て
も
異

な
り
ま
す
が
、数
カ
月
か
か
り
ま
す
。

適
度
に
容
器
の
中
身
を
か
き
回
し

て
空
気
を
送
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

r
中
身
が
一
杯
に
な
っ
た
ら
容
器
を

取
り
、
た
い
肥
化
し
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
使
用
し
ま
す
。
た
い
肥
化
し
て

い
な
い
部
分
は
、
土
や
ビ
ニ
ー
ル
な

ど
を
か
ぶ
せ
て
、
た
い
肥
化
す
る
ま

で
ね
か
し
て
お
き
ま
す
。

t
で
き
た
「
た
い
肥
」
は
、
花
壇
や

家
庭
菜
園
な
ど
に
利
用
で
き
ま
す
。

¡

投
入
す
る
前
に
出
来
る
だ
け
し
っ

か
り
と
水
切
り
し
て
く
だ
さ
い
。

¡

生
ご
み
ば
か
り
で
な
く
、
乾
い
た

枯
葉
や
雑
草
な
ど
も
入
れ
て
水
分

調
整
や
微
生
物
へ
の
酸
素
供
給
を

し
ま
し
ょ
う
。

¡

う
じ
、
は
え
な
ど
の
虫
や
悪
臭
が

発
生
し
た
場
合
は
、
土
や
乾
い
た

落
ち
葉
を
入
れ
る
な
ど
し
て
水
分

調
整
を
し
て
く
だ
さ
い
。

¡

微
生
物
の
た
め
の
栄
養
成
分
を
豊

富
に
含
ん
で
い
る
米
ぬ
か
を
加
え

る
こ
と
も
発
酵
促
進
に
効
果
的
で

す
。

¡

発
酵
を
促
進
さ
せ
た
り
、臭
い
や
虫

の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
の
微
生

物
調
整
剤
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
使
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

全国地域安全運動　10月11日～20日

正
し
く
使
っ
て
！
　
コ
ン
ポ
ス
ト

設

置

方

法

使
用
す
る
と
き
の
コ
ツ

使

用

方

法

10cm
30cm

約10cm�
埋めて�
ください�

水分調整に�
使います�

生ごみを�
入れたら�
土を�
かぶせてね�

半月に１回位は�
中身をかきまぜて�
空気をいれてね�

できあがるまで�
土をかぶせて�
ねかせてね�

よく水分を�
切ってね�

たい肥�
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秋といえばやっぱり運動会。今年もげんき保育園（９月
18日）、こごせ幼稚園（19日）で運動会が行われました。
子どもたちの日ごろの練習の成果に観客席からたくさん

の拍手が送られました。

げんき保育園

▲４歳児エンジェル
▲１歳児かけっこ

t５歳児タフネスt３歳児大玉ころがし

こごせ幼稚園

t
全
員
に
よ
る
こ
ご
せ
音
頭

●秋の運動会●

みんなでがんばったよ

９月11日、金剛山ちはや園地を中心に村観光ワー
キンググループ主催の「初秋の山野草を楽しもう」
が行われました。この日は16人の参加。
講師の清水美重子さんから、花にまつわるいろい

ろな話を聞きながら、ミズヒキ・ツユクサ・トリカ
ブト・カリガネソウなど小さな秋の花を観察しました。

●山野草観察●

秋の小さな花を訪ねて

８月29日、茨木市立市民体育館で大阪府総合体育
大会中央大会バレーボール競技一般男子が各地区大
会を勝ち抜いた14市町村で開催されました。
村男子バレーボールチームは、南河内地区大会で

準優勝しましたが、惜しくも１回戦で守口市に敗退
しました。

●
大阪府総合体育大会
バレーボール一般男子

●

いい汗かきました
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

「日本の棚田百選」に認定された下赤阪の棚田で
ヒガンバナが満開です（９月17日）。
今年は、開花のピークが昨年より半月あまり早く

到来しており、今がちょうど見ごろに。
ヒガンバナは曼珠沙華（まんじゅしゃげ）と呼ば

れる多年草です。ちょうど秋のお彼岸ごろに赤色の
花を咲かせるので印象にのこります。

●下赤阪の棚田●

ヒガンバナ満開

９月５日、Ｂ＆Ｇ会長杯第22回千早赤阪村空手道大会が海洋セ
ンターで開催されました。
大会には、15団体300人が参加し、熱戦が繰り広げられました。
村の選手の主な結果は次のとおりです。（敬称略）

（特別賞） ¡Ｂ＆Ｇ会長杯　形・一般 森部竜平（写真）
¡宗家杯　組手・高校生 沼田拳悟
¡美技賞　組手・一般　 大畑清恵

形・一般 浅野由利香
（形試合） 優勝 森本幹也、太田舞美、小原優一

沼田拳悟、森部竜平
（組手試合）優勝 沼田拳悟、大畑清恵

●Ｂ＆Ｇ会長杯空手道大会●

がんばりました

９月17日に100歳の誕生日を迎えられた小吹台の
織田アキヱさんのご家庭に村長が訪問し「これから
もお元気で」と言葉をかけ長寿をお祝いする祝詞や
額などを手渡しました。
織田さんは、「老人会の詩吟クラブやカラオケク

ラブに週１回でかけ、みなさんと歌うのが楽しみで
す」と話されました。
また、90歳に到達された人のご家庭も村長が訪問

し長寿をお祝いする記念品を手渡しました。

●高齢者訪問●

いつまでもお元気で
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〈
相
談
概
要
〉
英
会
話
教
室
で
、
受
講
期
間
10
カ
月
、
１
カ
月
内
に
４

回
自
分
の
都
合
の
よ
い
と
き
に
受
講
で
き
る
と
い
う
コ
ー
ス
（
契
約
金

額
42
万
円
、
内
訳：

入
学
金
２
万
円
、
受
講
料
40
万
円
）
の
契
約
を
し
、

現
金
で
一
括
払
い
し
た
。
し
か
し
、
１
カ
月
目
に
１
回
受
講
し
た
後
体

調
を
く
ず
し
て
受
講
で
き
な
く
な
り
、
２
カ
月
目
か
ら
休
学
す
る
旨
を

業
者
に
連
絡
、
３
カ
月
目
に
中
途
解
約
を
申
し
出
た
。
業
者
か
ら
、
３

カ
月
分
の
受
講
料
12
万
円
と
解
約
料
５
万
円
と
の
合
計
17
万
円
を
差
し

引
い
た
額
25
万
円
を
返
金
す
る
と
連
絡
が
あ
っ
た
が
、
返
金
額
が
す
く

な
く
て
納
得
で
き
な
い
。

〈
経
緯
・
結
果
〉
セ
ン
タ
ー
は
業
者
に
対
し
、
実
際
に
受
講
し
た
１
回

分
１
万
円
を
提
供
済
み
サ
ー
ビ
ス
の
対
価
と
し
て
精
算
す
べ
き
で
あ
る

と
交
渉
し
た
。
結
果
と
し
て
、
１
カ
月
分
の
受
講
料
４
万
円
、
解
約
料

は
半
額
の
２
万
５
千
円
と
し
て
精
算
す
る
と
の
提
示
が
あ
り
、
そ
の
合

計
６
万
５
千
円
を
差
し
引
い
た
35
万
5
千
円
が
返
金
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

〈
解
説
〉
語
学
教
室
の
場
合
、
契
約
金
額
が
５
万
円
を
超
え
、
か
つ
２

カ
月
を
超
え
て
継
続
す
る
契
約
は
、
特
定
継
続
的
役
務
と
し
て
特
定
商

取
引
法
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。
契
約
書
面
受
領
日
か
ら
８
日
以
内
で
あ

れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
期
間
が
過
ぎ
た
後
で
も
理
由
を
問
わ
ず
中
途
解
約
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
契
約
書
を
よ
く
読
み
、
中
途
解
約
の
精
算
方
法
に
つ
い
て
よ

く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
あ
ま
り
長
期
間
の
契
約
を
す
る
の
は
避

け
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
1
06
（
６
９
４
５
）
０
９
９
９

◆
一
般
書

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
　
　
　（
吉
田
修
一
）

そ
ら
い
ろ
の
ク
レ
ヨ
ン（
蓮
見
圭
一
）

卵
の
ふ
わ
ふ
わ
　
　（
宇
江
佐
真
理
）

グ
ラ
ス
ホ
ッ
パ
ー
　（
伊
坂
幸
太
郎
）

鳥
居
の
赤
兵
衛
　
　
　（
泡
坂
妻
夫
）

カ
タ
コ
ン
ベ
　
　
　
　（
神
山
裕
右
）

出
口
の
な
い
海
　
　
　（
横
山
秀
夫
）

母
に
歌
う
子
守
唄
　
　（
落
合
惠
子
）

介
護
入
門
　
　
　（
モ
ブ
・
ノ
リ
オ
）

五
歳
の
記
憶
　
　
　
　
　（
高
見
映
）

お
し
え
て
さ
か
な
ク
ン（

さ
か
な
ク
ン
）

群
よ
う
こ
の
良
品
カ
タ
ロ
グ

（
群
よ
う
こ
）

グ
ッ
ド
ラ
ッ
ク

（
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ロ
ビ
ラ
）

◆
児
童
書

こ
う
え
ん
の
シ
ロ（

わ
た
な
べ
ひ
ろ
み
）

は
ら
ぺ
こ
か
い
じ
ゅ
う（

中
井
貴
恵
訳
）

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
ア
ニ
メ
大
百
科

（
原
ゆ
た
か
）

サ
ー
ク
ル
・
オ
ブ
・
マ
ジ
ッ
ク

魔
法
学
校
再
訪
／
氷
の
国
の
宮
殿

（
デ
ブ
ラ
・
ド
イ
ル
）

図
書
室
か
ら
お
知
ら
せ

【
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
】

汚
れ
や
破
れ
な
ど
の
あ
る
本
（
廃
棄

本
）を
必
要
な
人
に
お
譲
り
し
ま
す
。

期
間10

月
23
日
g
〜
31
日
a

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

図
書
室
前
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

【
蔵
書
点
検
】

平
成
17
年
２
月
16
日
〜
２
月
25
日

ま
で
蔵
書
点
検
の
た
め
休
室
し
ま
す
。

期
間
中
は
ご
不
便
を
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

く
す
の
き
ホ
ー
ル
図
書
室

1
&2
１
３
０
０

吊

行

灯

あ
ん
ど
ん

秋

草

描

き

佛

待

つ

降
る
雨
の
雫
重
た
き
百
合
の
花

か
は
た
れ
の
秋
の
こ
ゑえ

ご
ゑえ

千
早
川

わ
が
家
に
も
風
の
道
あ
り
三
尺
寝

孕
穂

は
ら
み
ほ

を
握
り
占
め
た
る
た
な
ご
こ
ろ

畳

屋

の

薄

刃

の

光

男
お
と
こ

郎え

花し

弔

鐘

の

歪ゆ
が

む

子

午

線

原

爆

忌

清
　
井
　
千
代
子

清
　
原
　
隆
　
雄

下
　
門
　
信
　
子

道
　
堀
　
み
さ
江

向
　
　
　
栄
美
子

矢
　
倉
　
菜
　
女

吉
　
岡
　
次
　
男

俳

句

コ

ー

ナ

ー

〜
英
会
話
教
室
の
中
途
解
約
を

申
し
出
た
が
、

あ
ま
り
に
返
金
額
が

少
な
い
の
で
は
…
〜

従
業
員
を
１
人
で
も
雇
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
雇
用
保

険
・
労
災
保
険
）
に
必
ず
加
入
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

働
く
あ
な
た
と

家
族
を
守
る
労
働
保
険

ま
だ
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

を
し
て
い
な
い
事
業
主
は
、
今
す
ぐ

最
寄
り
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
）
・
労
働
基
準
監
督
署
で
加

入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
河
内
長
野
公
共
職
業
安
定
所

1
%3
３
０
８
１

¡
羽
曳
野
労
働
基
準
監
督
署

1
０
７
２
９
%6
７
１
６
１

10
月
は
「
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間
」
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小吹台　　西　　　美菜子 さん
＜20歳　蟹座＞

近況は・・・

大阪千代田短期大学の英語コースに所属して

います。

趣味は・・・

写真を撮ることです。

3月、語学研修でオーストラリアに１カ月間
ホームステイし、風景や人物など納得のいく写

真が撮れました。大切に保存しています。

最近、楽しいと思ったことは・・・

９月初め、中学時代の友人４人でクロスモー

ルにいき、食事しながら思い出話で盛り上がり

ました。

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

緑も多く、夜も静かに眠れるところです。何

年たっても、変わらないでいてほしいと思いま

す。

来月号は・・・

同じ短大で仲良しの杉田奈津季さんです。

杉田さんへメッセージを・・・

また、懐かしい話をしようね。

１歳のときの

ひな祭りです。

MinakoNishikata

173

参加者募集中�
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
　
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

3人ともいつも楽しませてくれてありがとう。
のんびりやの「ほなみ」、おてんばの「ひなの」それぞ

れ違うけど、家族みんなで楽しいことたくさん見つけよう
ね。「昴佑」、お姉ちゃんたちに負けないくらいたくましく
育ってね。

─ 母・りかさん ─

わが
やのホープわが
やのホープわが
やのホープわが
やのホープ

お　か　ほなみちゃん（右）
（ 岡　　　　　　ほなみ　）

平成13年１月９日生まれ

千 早

お　か　ひなのちゃん（左）
（ 岡　　　　　　ひなの　）

平成14年８月30日生まれ

お　か　こうすけくん（中）
（ 岡　　　　 昂 佑　）

平成16年7月1日生まれ
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※三種混合（１期）、日本脳炎（１期）、麻しん、風しんの予
防接種は、医療機関での個別接種です。
※ＢＣＧ、ポリオ予防接種が、村の実施する日程では接種
困難な場合、河南町・太子町の保健センターにおいても
受けることができますが、予約が必要ですので、必ず村
保健センターに申し込みください。
※小学６年生を対象としたジフテリア･破傷風予防接種は、
10・11月に各小学校で実施します。私学に通学している
人は、保健センターまで問い合わせください。

富田林保健所から　1@32681

☆特定疾患患者・家族交流会のご案内
日時 10月26日c 午後1時30分～3時30分
場所 金剛コロニー　窯業棟
内容 陶芸体験による手と心のリハビリテーション
講師 南　三岐男さん
費用 材料費500円・保険料100円（当日徴収）
受付 10月19日cまで（要予約）
集合場所 現地集合（午後1時30分）もしくは富田林駅南

出口（現地集合困難な人・午後1時集合）
＊対象は、特定疾患医療受給者証および登録者証をお持ち
の人

〈申し込み・問い合わせ〉

富田林保健所　1@32681 5@47940

☆ストレスばいばいセミナ－
日時 ①11月２日c ②11月12日f ③11月18日e

④平成17年２月10日e〔４回シリーズ〕
午後１時30分～４時

場所 富田林保健所
内容 ストレスから起こる心身の病気とその対処法につい
ての講義、上手な自己主張の仕方、ハーブでリラック
ス、リラックス体操

費用 無料
定員 20人（先着順・要予約）
〈問い合わせ〉富田林保健所　1@32681

～ 公開講座の案内 ～
タバコを止められないあなたへ

富田林医師会では、住民の健康保持増進のために、市民
講座を開催します。どなたでも参加できます。
日時 10月23日g 午後２時～３時30分
場所 すばるホール３階（銀河の間）
費用 無料
テーマ「楽しくできる休煙の勧め」

阪南市立病院診療部長　山本康久さん
〈問い合わせ〉富田林医師会　1@91210

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

種　類 月　日 対　象 備　考

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

生後●●●
ポ　リ　オ 12月６日（月）３カ月以上

90カ月未満

母子手帳、予診票持参。
平熱が37℃以上の人は
接種前1週間分の体温
を記録して持参。

健康診査＆相談など

風しんは、妊娠初期の人がかかると出生児に先天性障害

が起こる恐れがあるため、厚生労働省では、予防接種を受

けることを勧めています。１歳から７歳６カ月未満の人は

無料で接種できますが、この対象年齢を過ぎた人は、任意

（有料）で接種することができますので、かかりつけの医

療機関へ問い合わせください。

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

風しんが流行しています

第１・３・４ 午前一 般 健 康 相 談 水曜日 ９時30分 有料・予約制
～10時30分
午前

こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒

第１・３ 午後１時

クラミジア
水曜日 ～２時30分

血　液　検　査 第１・３ 午前

［肝炎ウイルス］ 水曜日 ９時30分～ 有料・予約制
10時30分

療　育　相　談
10月15日（金）
10月19日（火） 予約制

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 （祝日のとき９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 は火曜日）～11時30分

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考

富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり

身体に障害のある
子（18歳未満）の
医療・生活相談〔 〕

］［

１ 歳 ６ カ 月 児 午後１時 平成15年１月
健　康　診　査 ～１時10分 ～３月生

３ 歳 ６ カ 月 児 午後 平成13年１月
健　康　診　査 １時45分 ～３月生～１時55分

な か よ し 広 場 10月５日c 午前10時 ０歳～幼稚園入

親と子の交流会 10月19日c ～11時30分 園前の乳幼児と
11月２日c 保護者

２歳児歯科健診 午後１時 平成14年７月・
～１時15分 ～９月生
１歳６カ月
・２歳
午後

歯科フォロー健診 １時45分
～２時00分
３歳６カ月
午後
２時15分
～２時30分
午前10時 歯・歯ぐき・入

個 別 歯 科 相 談 10月18日b ～11時30分 れ歯に関する相
談を希望する人

あかちゃん広場
10月19日c

午前10時 ０～１歳ごろま
（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児

午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談 10月22日f １時30分～ な人、健康のた

（要予約） め食生活を改善したい人
保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 10月26日c ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

午後 健康・育児・介保健師による １時30分 護など相談を希健 康 相 談 ～３時30分 望する人

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健
康
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
1
&2
０
０
６
９

い
き
い
き
サ
ロ
ン

く
す
の
き
や
ま
ゆ
り

10月１日f
11月５日f

10月13日d

午前９時30分
～11時
午後１時30分
～３時

10月６日d

10月15日f

１歳６か月･２
歳･３歳６か月
児健診で虫歯に
なりやすいと判
定された幼児
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けんこうのページ�けんこうのページ�けんこうのページ�〈問い合わせ〉健康福祉課
保健センター　1&20069

場所 保健センター

対象 30歳以上の住民

秋期のがん検診の予約は６月から受け付けしています。
例年より多数の申し込みがあり、すべて定員になりました
のでキャンセル待ちです。ご了承ください。

が ん 検 診 予 約 受 付

胃 ・ 大 腸 が ん

月日 10月８日（金）・11月10日（水）

受付 午前９時～11時15分

受診料 胃－400円・大腸－100円

乳　　　が　　　ん

月日
10月13日（水）・10月21日（木）

11月５日（金）

受付 午後１時30分～３時

受診料 500円

子 　 宮 　 が 　 ん

月日 10月21日（木）

受付 午後１時30分～３時

受診料 頚部－300円・必要者のみ体部－200円

インフルエンザは普通のかぜに比べて全身症状が強く、

また気管支炎や肺炎などを合併し、重症化することが多い

のが特徴です。特に65歳以上の高齢者や慢性疾患患者で死

亡率が通常より高くなります。ぜひ予防接種を受けて、イ

ンフルエンザから身を守りましょう。

実施期間 10月20日d～平成17年１月31日b

対象

①65歳以上（接種日現在）の希望する人

②満60歳以上満65歳未満の人で、心臓、腎臓、呼吸器の機

能またはヒト免疫不全ウイルス（HIV）による免疫の機

能に障害を有し身体障害者手帳１級に相当する人

接種回数 １回

費用 1，000円（医療機関の窓口で支払ってください）

持参するもの

健康保険被保険者証、介護保険被保険者証など住所・氏

名・生年月日が確認できるもの

※生活保護世帯の人は費用が免除されます。保健センター

へ事前に申し出てください。

実施医療機関

村内では次の医療機関で実施、予約が必要です。

※この他にも河南町・太子町・富田林市の6富田林医師会

加入の医療機関でも接種できます。予約の必要な医療機

関もありますので、事前に電話で確認ください。

注意事項

予防接種では極めてまれに副反応が起こることがありま

す。接種にあたっては、体調のよいときを選ぶとともに、

主治医と十分相談して接種するようにしましょう。

特に、通院中の人で主治医のもとで接種されない場合は、

意見書などを発行してもらい、接種医療機関の医師とよく

相談のうえ、接種するようにしてください。

接種できない人

①体温が37．5℃以上の人

②ワクチンの成分によってアナフィラキシーを起こしたこ

とが明らかな人

※「アナフィラキシー」とは接種後30分以内に起こるひど

いアレルギー反応のことで、発汗、じんましん、吐き気、

おう吐、息が苦しいなどの全身反応のことです。

③重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな人

④その他医師が不適当な状態と判断した人

その他

村外の施設に入所および病院に入院中の人は、施設など

に相談ください。

〈問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

遊びの教室では「いっしょに遊ぼう！」をテーマに、手

遊びやリズム体操、おもちゃ作りなどを行ないます。

お子さんと一緒に体験しませんか。

日時 11月４日e・11月11日e・11月18日e・

11月25日e・12月２日e・12月９日e

午前10時～11時30分

場所 保健センター

対象 １歳６カ月から２歳６カ月ごろまでの幼児とその保

護者、兄弟姉妹も同伴可

定員 15組（先着順・初回の人優先）

費用 無料

受付 10月４日b～10月22日f

〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）

遊びの教室参加者募集

高齢者インフルエンザ予防接種

医 療 機 関 名 電話番号 所　在　地

村国保診療所 1&2 0 0 3 8 水分195－１

植 田 診 療 所 1&2 1 3 6 2 小吹68－831



見学
¡史跡ボランティアによる史跡見学
¡地元産みかんの試食
¡オプションでさつまいも堀りも可　
コース 郷土資料館→上赤坂城跡→建
水分神社→奉建塔→道の駅

〈申し込み・問い合わせ〉

6楠公史跡保存会　
1&21588 5&21582

国民年金

国民年金保険料をまとめて納めると
割引される、前納割引制度があります。
納め忘れを防ぐためにも利用ください。
口座振替を利用されている人も、毎
月納付から前納に変更できます。
10月分から６カ月前納した場合（10

月末日までに納付する必要がありま
す。）

〈問い合わせ〉

天王寺社会保険事務所
106（6772）7531

税

平成16年１月2日から平成17年1月１
日までに新築、増改築された家屋につ
いては平成17年度より固定資産税の対
象となります。
村では適正な課税をさせていただく
ため家屋調査にお伺いします。
調査時間はおおむね１時間程度ですの
でご理解とご協力をお願いします。
なお、家屋の取り壊しをした場合に
ついてもご連絡ください。
〈問い合わせ〉税務課

14

（いきいきサロンやまゆり２階趣味
活動室）

¡午後１時～３時
（いきいきサロンくすのき健康相談
室）

〈問い合わせ〉住民課

土地の分筆、地積更正、建物の新
築・増築の登記や、売買、贈与、相続
など､不動産の登記に関するあらゆる
相談に司法書士・土地家屋調査士が応
じます。
日時 10月20日（水） 午後１時～４時
場所 役場第２会議室
主催 大阪土地家屋調査士会南河内支

部、大阪司法書士会堺支部
〈問い合わせ〉総務課

国民健康保険

現在お持ちの国民健康保険被保険者
証は、10月31日（日）で有効期限が切れ
ます。
新しい国民健康保険被保険者証は、

郵送します。保険証が届かない場合や
内容に間違いがあるときは住民課へ問
い合わせください。
※旧証の返却は不要です。各自で処分
してください。
〈問い合わせ〉住民課

募　　集

秋たけなわの１日、村の史跡と味覚
を訪ねてみませんか。
日時 11月６日（土）

午後12時30分～村立郷土資料館
前にて受け付け

費用 500円（当日徴収）
定員 30人
申し込み　10月31日（日）まで

（電話・FAXにて）
内容

¡学芸員による村の史跡説明・資料館

教育委員会

来年度小学校に就学する予定の人に
就学前の健康診断を行いますので受診
ください。
対象 平成10年４月２日から平成11年

４月１日までに生れた人
受診場所および日時

○多聞小学校　　11月８日（月）
○赤阪小学校　　11月９日（火）
○小吹台小学校　11月11日（木）
○千早小学校　　11月15日（月）
受付 各校午後１時30分～
〈問い合わせ〉

教育委員会事務局学校教育課
1&21300

相　談

子育てや学校生活などについて、わ
からないことや困っていることはあり
ませんか。秘密は固く守られますので、
気軽に相談ください。
日時 10月８日（金）・15日（金）

午前10時～正午（要予約）
場所 くすのきホール　視聴覚室
費用 無料
相談員 佐藤むつこさん（臨床心理士）
〈予約・問い合わせ〉

教育委員会事務局学校教育課
1&21300

村では国民年金・厚生年金などの相
談に応じる「年金なんでも相談」を行
います。大阪社会保険事務局より専門
相談員が１日出張しますので、気軽に
ご相談ください。
なお、厚生年金被保険者証・年金手
帳などの記号番号や加入脱退の年月
日、または過去の履歴などをメモして
おけばより具体的に説明ができます。
日ごろ年金について不明な点があれ
ば、ぜひこの機会に相談ください。
相談日 10月15日（金）
¡午前10時～11時30分

楠公史跡保存会
史跡と味覚を訪ねて 家屋調査に伺います

就学前の健康診断

教育相談

年金相談

不動産登記無料相談

被保険者証の更新

保険料の前納について

第
３
期
分
の
納
期
限
は
11
月
１
日
で
す
。
〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

村
・
府
民
税

定額保険料 定額+付加保険料

毎月納め （13,300円×6カ月）（13,700円×6カ月）
た場合 79,800円 82,200円

前納した （650円の割引） （670円の割引）
場合 79,150円 81,530円
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福　　祉

大阪府の各医療費助成制度が、制度
を取り巻く環境の変化などにより、今
後とも持続可能な制度にするため変更
されました。これに伴い、村の医療助
成制度が11月１日から次のように変わ
ります。
新たに対象になる人は、申請してく
ださい（印鑑・健康保険証持参）。

◆各医療制度共通

一部負担金相当額等助成、障害者医
療・母子家庭医療・乳幼児医療の各医
療助成対象の人は、これまでは無料で
あった医療が、11月１日からは、一部
自己負担していただくことになりま
す。負担額は、ひとつの医療機関ごと
に入院・通院とも１日につき各500円
を限度に、1カ月2日まで（最高1,000
円）です。医療機関が異なればそれぞ
れの医療機関で限度までとなります。

◆障害者医療

これまで附加給付のある健康保険に
加入している被保険者（本人）は対象
外でしたが、11月１日からは対象にな
ります。また、所得制限が本人所得
1,000万円から462万１千円（単身の場
合）に変更になります。

◆母子家庭医療
（11月１日からひとり親家庭医療）

18歳になる年度末日までの子どもと
母または女子である養育者の入通院へ
対象を拡充し、新たに父子家庭などに
ついても母子家庭と同様に助成の対象

になります。また、附加給付のある健
康保険に加入している被保険者（本人）
も助成の対象となります（所得制限あ
り）。

◆乳幼児医療

対象者に変更はありません。

◆老人医療（65歳～69歳の人が対象）

11月1日以降に新たに65歳になる人
（昭和14年11月１日以降生まれ）から、
これまで対象であった村民税非課税世
帯の人は対象外になり、次のいずれか
に該当する場合のみ対象になります。
①特定疾患・精神保健法・結核予防法
の医療助成対象の人（所得制限あり）
②障害者医療・ひとり親家庭医療対象
の人（所得制限あり）
また、これまで附加給付のある健

康保険に加入している被保険者（本
人）は対象外でしたが、11月１日か
らは対象になります。

◆一部負担金相当額等助成
（11月１日から一部負担金相当額等一部助成）
所得制限が一部変わります。また、

附加給付のある健康保険に加入してい
る被保険者（本人）も助成の対象とな
ります（所得制限あり）。
〈問い合わせ〉健康福祉課

児童手当を10月12日（火）に振り込み
ます。受給している人は口座への入金
を確認してください。
支給月額

¡１人目および２人目の児童 5,000円
¡３人目以降は１人につき 10,000円
住所、受給者、児童数などに変更が

あった場合は、必ず届けてください。
受給者がサラリーマンで、厚生年金
などに加入している場合、退職や転職
をすると受給資格がなくなることがあ
り、後日返還金が生じる場合がありま
す。このような場合は、引き続き受給
できるか問い合わせてください。
過去に児童手当を申請して、所得が
限度額を超えているなどの理由で申請
が却下された人でも、扶養人数が増え
たり、所得が減った場合は、認定され
る可能性がありますので、問い合わせ
てください。
〈問い合わせ〉健康福祉課

現在使われている障害者医療証・母
子家庭医療証の有効期間は、10月31日
（日）までです。
必ず更新の手続きをしてください。
もし、手続きが遅れると、11月１日
から医療費の助成を受けることができ
ませんので、注意してください。
※制度改正などにより対象外になる人
は手続きできません。
受付　10月29日（金）
場所¡健康福祉課

¡小吹台地区は小吹台連絡所
持参するもの

○障害者医療

現在使われている障害者医療証・印
鑑・健康保険証・身体障害者手帳（療
育手帳）
○母子家庭医療

現在使われている母子家庭医療証・
印鑑・健康保険証
〈問い合わせ〉健康福祉課

お知らせ

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（月曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

自然休養村管理センター・赤阪土地改良区 森屋962 &02180

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所1@81333

11月１日から福祉医療
制度が変わります

障害者医療証・母子
家庭医療証の更新
手続きを

児童手当
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10月７日（木）・21日（木）
11月４日（木）

10月７日（木）
11月４日（木）

10月21日（木）

燃 え る ご み

粗　大　ご　み

ペ ッ ト ボ ト ル

プラスチック製
容　　　　 器

空き缶・空きびん

各地区ミゼット車

心配ごと

児　　童

行　　政

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

10月１日（金）
５日（火）・８日（金）
12日（火）・15日（金）
19日（火）・22日（金）
26日（火）・29日（金）
11月２日（火）
５日（金）

10月21日（木）

10月27日（水）

10月14日（木）予定

10月28日（木）予定

10月29日（金）予定

10月14日（木）
28日（木）

10月６日（水）
11月３日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,808人（±０）

男　　3,247人（±０）

女　　3,561人（±０）

世帯数　2,249戸（＋１）

８月末日現在、（ ）は対前月比

ツチアケビ（ラン科）

木陰に生える高さ30～50cmの多年草の腐生植物。茎は太く直立し、無葉
で花房だけ、初夏に淡黄色の花を総状につけるのが特徴。秋に姿をみせ
る果実は多肉質で赤く、アケビに似ているところからこの名がついた。

建水分神社の秋祭り
実りの秋に感謝する建水分神社

の秋祭りが10月16日（土）・17日（日）
に行われます。

今年も勇壮なだんじりが比叡の

前（ヒエノマエ）へ集合し「にわ

か」が奉納されます。

当日、周辺は大変混雑します。

また、駐車場はありません。

〈写真提供／大阪市阿倍野区　藤原好明氏〉

ト ピ ッ ク ス
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